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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 15日 (2007.5.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ケ ー シ ン グ 本 体 の 内 部 に 収 容 さ れ 、 回 転 軸 を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 回 転 子 と 、 上 記
回 転 子 に 設 け ら れ 外 気 を 発 電 機 本 体 の 内 部 へ 通 風 す る 冷 却 フ ァ ン と 、 上 記 ケ ー シ ン グ 本 体
と 冷 却 フ ァ ン と の 間 に 配 設 さ れ 、 正 極 側 及 び 負 極 側 の 一 方 向 導 通 素 子 を そ れ ぞ れ 支 持 す る
正 極 側 及 び 負 極 側 支 持 部 材 と を 備 え 、 上 記 正 極 側 支 持 部 材 と 負 極 側 支 持 部 材 が 上 記 回 転 軸
と 直 交 す る ほ ぼ 同 一 平 面 状 に 配 置 し て な る 車 両 用 交 流 発 電 機 に お い て 、 上 記 正 極 側 及 び 負
極 側 支 持 部 材 の う ち 回 転 軸 に 対 し て 遠 い 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 の 内 周 面 を 、 当 該 支 持 部 材
の ケ ー シ ン グ 本 体 側 端 面 か ら フ ァ ン 側 端 面 に 向 か っ て そ の 径 方 向 寸 法 が 増 大 す る よ う に 傾
斜 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 交 流 発 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
回 転 軸 に 対 し て 遠 い 側 に 位 置 す る 上 記 支 持 部 材 の ケ ー シ ン グ 本 体 側 端 面 は ケ ー シ ン グ 本 体
に 固 着 さ れ て お り 、 上 記 支 持 部 材 回 転 軸 方 向 と 径 方 向 内
側 に 突 出 し た 冷 却 用 の フ ィ ン を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 交 流 発 電
機 。
【 請 求 項 ３ 】
固 着 面 の 径 方 向 長 さ ｌ ｃ と 、 固 着 面 の 外 径 か ら フ ィ ン の 内 径 ま で の 長 さ ｌ ｂ の 比 lc/lbが 0
.5<lc/lb<0.9で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 交 流 発 電 機 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 正 極 側 及 び 負 極 側 支 持 部 材 の う ち 回 転 軸 に 対 し て 遠 い 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 の 内 周 面
を 、 当 該 支 持 部 材 の ケ ー シ ン グ 本 体 側 端 面 か ら フ ァ ン 側 端 面 に 向 か っ て そ の 径 方 向 寸 法 が
階 段 状 に 増 大 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 交 流 発 電 機 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 正 極 側 及 び 負 極 側 支 持 部 材 の う ち 回 転 軸 に 対 し て 遠 い 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 の 内 周 面

が 固 着 さ れ た ケ ー シ ン グ 本 体 に は
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を 、 当 該 支 持 部 材 の ケ ー シ ン グ 本 体 側 端 面 か ら フ ァ ン 側 端 面 に 向 か っ て そ の 径 方 向 寸 法 が
曲 線 状 に 増 大 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 交 流 発 電 機 。
【 請 求 項 ６ 】
回 転 軸 に 対 し て 遠 い 側 に 位 置 す る 上 記 支 持 部 材 の ケ ー シ ン グ 本 体 側 端 面 に 回 転 軸 方 向 と 径
方 向 内 側 に 突 出 し た 冷 却 用 の フ ィ ン を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 交
流 発 電 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 車 両 用 交 流 発 電 機 に お い て 、 ブ ラ ケ ッ ト 内 に 収 容 し た 整 流 装 置 の 発 熱 に よ
る 問 題 点 が 指 摘 さ れ 、 冷 却 用 ヒ ー ト シ ン ク を 大 型 化 す る こ と な く 冷 却 効 率 を 向 上 す る 構 造
が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ）
　 図 １ ４ 乃 至 図 ２ ０ は 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 車 両 用 交 流 発 電 機 を 説 明 す る 図 で あ り
、 図 １ ４ は 従 来 の 車 両 用 交 流 発 電 機 の 構 成 を 示 す 断 面 図 、 図 １ ５ は 車 両 用 交 流 発 電 機 を リ
ア 側 か ら 見 た 正 面 図 、 図 １ ６ は 従 来 の 車 両 用 交 流 発 電 機 に 搭 載 さ れ た を リ ア 側 か
ら 見 た 斜 視 図 、 図 １ ７ は 従 来 の 車 両 用 交 流 発 電 機 に 搭 載 さ れ た の サ ー キ ッ ト ボ ー
ド 取 り 付 け 前 の 状 態 を フ ロ ン ト 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 １ ８ は 従 来 の 車 両 用 交 流 発 電 機 の 要
部 断 面 図 、 図 １ ９ 及 び 図 ２ ０ は 従 来 の 車 両 用 交 流 発 電 機 に 搭 載 さ れ た ダ イ オ ー ド を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し て 、 正 極 側 ヒ ー ト シ ン ク ３ ７ と 負 極 側 ヒ ー ト シ ン ク ３ ８ と は 、 互 い の 主 面 が シ ャ フ
ト ６ と 直 交 す る ほ ぼ 同 じ 平 面 上 に 位 置 す る よ う に 同 軸 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 時 、 正 極 側
ダ イ オ ー ド ３ ５ お よ び 負 極 側 ダ イ オ ー ド ３ ６ と ス テ ー タ コ イ ル １ ６ と を 電 気 的 に 接 続 す る
サ ー キ ッ ト ボ ー ド ３ ９ を 備 え て お り 、 固 定 子 コ イ ル １ ６ で 生 じ た 三 相 交 流 を 直 流 に 整 流 し
て い る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 車 両 用 交 流 発 電 機 は 、 電 流 が バ ッ テ リ （ 図 示 せ ず ） か ら ブ
ラ シ １ ０ 、 ス リ ッ プ リ ン グ ９ を 介 し て 回 転 子 コ イ ル １ ３ に 供 給 さ れ 磁 束 が 発 生 す る 。 こ の
磁 束 に よ り 、 一 方 の ポ ー ル コ ア ２ ０ の 爪 状 磁 極 ２ ２ が Ｎ 極 に 着 磁 さ れ 、 他 方 の ポ ー ル コ ア
２ １ の 爪 状 磁 極 ２ ３ が Ｓ 極 に 着 磁 さ れ る 。 一 方 、 エ ン ジ ン の 回 転 ト ル ク が ベ ル ト 、 プ ー リ
４ を 介 し て シ ャ フ ト ６ に 伝 達 さ れ 、 回 転 子 ７ が 回 転 さ れ る 。 そ の た め 、 固 定 子 コ イ ル １ ６
に 回 転 磁 界 が 与 え ら れ 、 固 定 子 コ イ ル １ ６ に 起 電 力 が 発 生 す る 。 こ の 交 流 の 起 電 力 が 整 流
装 置 １ ２ を 通 っ て 直 流 に 整 流 さ れ る と と も に 、 そ の 大 き さ が 電 圧 調 整 器 １ ７ に よ り 調 整 さ
れ 、 バ ッ テ リ に 充 電 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 先 ず 、 リ ヤ 側 で は 、 図 ２ １ 中 点 線 矢 印 Ａ で 示 さ れ る よ う に 、 リ ヤ 側 の 冷 却 フ ァ ン ５ ｂ の
回 転 に よ り 、 外 気 が 吸 気 穴 ２ ａ 、 ２ ｃ を 通 じ て ケ ー ス ３ 内 に 吸 い 込 ま れ て 、 正 極 側 ヒ ー ト
シ ン ク に 当 た り 、 そ の 冷 却 フ ィ ン に 沿 っ て シ ャ フ ト ６ 側 に 流 れ 、 シ ャ フ ト ６ と
正 極 側 ヒ ー ト シ ン ク ３ ５ と の 間 を 通 っ て 回 転 子 ７ 側 に 流 れ 、 リ ヤ 側 冷 却 フ ァ ン ５ bに よ り
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遠 心 方 向 に 曲 げ ら れ て 固 定 子 コ イ ル １ ６ の リ ヤ 側 コ イ ル エ ン ド １ ６ ｒ を 冷 却 し 、 そ の 後 排
気 穴 ２ ｂ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る 。 ま た 、 フ ロ ン ト 側 で は 、 外 気 が 吸 気 穴 １ ａ を 通 じ て ケ ー
ス ３ 内 に 吸 い 込 ま れ 、 フ ロ ン ト 側 冷 却 フ ァ ン ５ ａ に よ り 遠 心 方 向 に 曲 げ ら れ て 、 固 定 子 コ
イ ル １ ６ の フ ロ ン ト 側 コ イ ル エ ン ド １ ６ ｆ を 冷 却 し 、 そ の 後 排 気 穴 １ ｂ か ら 外 部 に 排 出 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 的 に ヒ ー ト シ ン ク の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る 方 法 と し て 、 フ ィ ン の 表 面 積 を 増 大 さ せ
る か 、 フ ィ ン を 通 過 す る 風 量 を 増 大 さ せ る こ と が 主 と し て 考 え ら れ る 。 正 極 側 ヒ ー ト シ ン
ク ３ ７ は フ ィ ン の 長 さ を 増 加 さ せ る 、 フ ィ ン の 本 数 を 増 加 さ せ る な ど フ ィ ン の 表 面 積 を 増
加 さ せ る こ と に よ り 、 冷 却 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 負 極 側 ヒ ー ト シ ン ク

の 冷 却 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 ブ ラ ケ ッ ト フ ィ ン ２ ｄ の 表 面 積 を 増 大 さ せ る と 、 フ ィ ン
隙 間 が 小 さ く な り 、 ブ ラ ケ ッ ト フ ィ ン ２ ｄ の 通 風 抵 抗 が 増 大 す る た め 、 図 ２ １ に 示 す よ う
に 、 Ａ ） を 通 過 す る 風 量 が 減 少 し 、 Ｂ ） を 通 過 す る 風 量 が 増 加 す る 。
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